
科目名
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開講年次 2 開講時期 後期 単位 4単位

必修／選択 必修 授業形態 演習 時間 60時間

実践的教育

科目の概要

授業方法

授業の目標

時間外学習
（予習・復習）

履修上の注意

本科目履修と
関連する資格

資格名

YAMANO 2022　

評価方法
授業内容の理解度４０％　課題に取り組む姿勢４０％　課題作品の完成度２０％

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。

-

学生へのフィー
ドバックの方法

パーソナルカラーディプロマ（タハライメージスタジオ）

ナンバリング：SG－AE2-016

色相、明度、彩度、トーンといった色彩の基礎を十分に理解した上で、カラーシステムや配色計画につい
て詳しく研究し、色彩を自由に使いこなすことができるようになる。
また、様々なテーマからイメージを膨らませ色彩構成することによって、色彩計画の幅を広げ感性を豊か
にしイメージ表現ができる。
美容にとって必要となるパーソナルカラーでは、その人の性格や年齢、好みなどをリサーチし、似合う色
を見つける能力を実践的に身につけるとともに、他の人にアドバイスすることができるようになる。

展覧会やコンサートなどのチラシをたくさん集め、毎週２時間程度それらの配色デザインを分析した配色
資料集を作成し研究して下さい。

教科書・教材

なし

なし

なし

なし

美容をはじめ、デザイン等さまざまな仕事で必要となる色彩の基礎の確認から応用までを学び研究しま
す。
配色計画やイメージ表現、パーソナルカラーなどについて、カラーカードやポスターカラーを用いた実習
を取り入れながら展開します。

主な学習効果

対面授業

色彩研究

Study of Colors
教員名

参考文献

使用設備・備品

教材

教科書

栗本　佳典

個別に実地指導を行います。

×

美容技術とデザイン力、すなわち美容における実践力 表現力、すなわち芸術における実践力

－ ◎



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１回 色彩について
色彩学をふり返り、自分の知識を
確認することで、今後学ぶべきこ
とを進めることができる。

第２回 色彩について
色彩学をふり返り、自分の知識を
確認することで、今後学ぶべきこ
とを進めることができる。

第３回 色名
古代から現代までのさまざまな色
名を認識できる。

第４回 色名
古代から現代までのさまざまな色
名を認識できる。

第５回 マンセル色相
世界共通のマンセルカラーシステ
ムを確認し、色相表を作ることが
できる。

第６回 マンセル色相
世界共通のマンセルカラーシステ
ムを確認し、色相表を作ることが
できる。

第７回 PCCSトーン分類
PCCSトーンの表示方法を確認し、
配色カードを自由に使うことがで
きる。

第８回 PCCSトーン分類
PCCSトーンの表現方法を確認し、
配色カードを自由に使うことがで
きる。

第９回 CCICトーン分類と色名
CCICのトーン色を作成し、新たな
色名を作り出すことにより発想力
を得ることができる。

第１０回 CCICトーン分類と色名
CCICのトーン色を作成し、新たな
色名を作り出すことにより発想力
を得ることができる。

第１１回 カラーイメージデータ
多くの人のカラーイメージを知
り、色彩イメージの効果的な演出
力を高めることができる。

第１２回 カラーイメージデータ
多くの人のカラーイメージを知
り、色彩イメージの効果的な演出
力を高めることができる。

第１３回 パーソナルカラー基礎編
パーソナルカラーのコンセプトや
システムを理解し進めることがで
きる。

第１４回 パーソナルカラー基礎編
パーソナルカラーのコンセプトや
システムを理解し進めることがで
きる。

第１５回 パーソナルカラー応用編
パーソナルカラーにおける分析法
やイメージ表現を身につけ使うと
ことができる。

授業計画



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１６回 パーソナルカラー応用編
パーソナルカラーにおける分析法
やイメージ表現を身につけ使うこ
とができる。

第１７回 パーソナルカラー実践編
より実践的なパーソナルカラーの
力を身につけ応用することができ
る。

第１８回 パーソナルカラー実践編
より実践的なパーソナルカラーを
の力を身につけ応用することがで
きる。

第１９回 絵画の配色分析
絵画作品の配色を分析し、様々な
色彩表現があることを認識し配色
することができる。

第２０回 絵画の配色分析
絵画作品の配色を分析し、様々な
色彩表現があることを認識し配色
することができる。

第２１回 配色技法
デザインでも使用される、さまざ
まな配色技法を使えるようにな
る。

第２２回 配色技法
デザインでも使用される、さまざ
まな配色技法を使えるようにな
る。

第２３回 課題研究（リサーチ）
自分が決めたテーマについて調べ
ることにより、これまで学んだこ
とを応用することができる。

第２４回 課題研究（リサーチ）
自分が決めたテーマについて調べ
ることにより、これまで学んだこ
とを応用することができる。

第２５回 課題研究（作成）
これまで学んだことをブラッシュ
アップして作成することができ
る。

第２６回 課題研究（作成）
これまで学んだことをブラッシュ
アップして作成することができ
る。

第２７回 課題研究（プレゼン準備）
これまで学んだことをブラッシュ
アップして作成し、資料をまとめ
ることができる。

第２８回 課題研究（プレゼン準備）
これまで学んだことをブラッシュ
アップして作成し、資料をまとめ
ることができる。

第２９回 研究発表
研究を発表することにより、プレ
ゼンテーション能力を高め他と比
較することができる。

第３０回 研究発表
研究を発表することにより、プレ
ゼンテーション能力を高め他と比
較することができる。

授業計画


